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１　研究の背景と目的

　今日一般的に理解されている風水は生活の中の小範囲

で用いられるものばかりであるが，その根本にあるもの

は中国を発信源とする生活空間の選定に用いられた地形

と人間の生活を結びつける極めて環境重視の作法である。

この環境を重んじる風水を研究することは，周囲の環境を

作り変えようとしがちな現代の景観を考えなおす一環と

なるものであり，意義あることである。

　一連の本研究では，風水景観の地形構造や構成要素と

いった物理的要因に視点を置き，風水景観の特徴の把握を

行ってきた。しかしながらこれらの研究は，心理的な評価

を目的としていない。よって本稿では，印象評価実験を行

い，その結果をもとに風水理論と人々の景観的感覚の関係

性を明らかにすることを目的とする。

２　研究の概要

２−１　研究対象地

　本研究では , 前年度に調査を行った安東・栄州に加え，

今年度に調査を行った丹陽郡・旌善郡・寧越郡・平昌郡を

合わせた 6 地域を対象地域として選定した（図 1）。選定

理由は ,韓国の風水理論において最も重要視される太白山

脈に水源を持っている地域であり , 韓国の中でも北側に

位置する為 , 中国から伝来した風水の名残が残っており，

住民の風水に対する意識が高いと予想されるためである。

２−２　研究の方法

　第一に風水理論を用いて，各集落の風水的吉凶を判断

し，点数化を行う。第二に印象評価実験の結果から各集落

の順位付けを行う。第三に第一，第二の結果から風水理論

と印象の関係性について分析を行う。

３　風水理論からみる吉凶判断

　本章では風水理論を用いて，地形構造的特徴から対象集

落の風水的吉凶を判断し，点数化を行う。本研究では景観

的観点から分析を行うため，風水理論の中でも視覚的な

判断方法である「水局」と「龍法」を用いる。水局では，

川の流れ方によって吉凶の判断を行う（図 2）。龍とは地

勢の起伏のことであり，龍法では，山の起伏具合や整備状

況が判断基準となる（図 3）。龍法・水局による風水的吉

凶の評価点数を表 1 に示す。

図 1　研究対象地域

図 2　水局の種類と評価点
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４　集落の印象順位

４−１　印象評価実験の方法

　本章ではパノラマ写真を用いた一対比較法による印象

評価実験を行い，集落の印象順位を決定する。一対比較法

とは ,官能評価によって比較したい試料が 3 つ以上あると

きに ,試料を 2 つずつ比較する分析方法である。被験者は

大分大学の学生 93 名である。

４−２　集落の順位の算出

　一対比較法による被験者の評価結果を表 2 に示す。この

表の [A,B] のセルの 36 という数は「A と B を比較して A

の方が美しいと評価した人数」である。

平地の一つに出来あがる高く突き出た山
宝箱や宝珠，長者の象徴とされる

評価点

活
龍

死
龍

騎
龍

赤
龍

平
地
龍

山が一節一節，瘤のように起伏があり美しい稜線を描いて連なる山
気が充足した龍（山）とされる

陰宅や陽宅が頂上に立っている山，もしくは稜線の上に人工物が乗っている山
子孫は皆果て，後代は途絶えるとされる

起伏をつくり連なることなく，稜線が直線的になっている山
気が十分ではない龍（山）とされる

開墾整理された山や，山道を通された状態の山，
もしくは土砂崩れや地震で山の一部が崩れている状態の山　
明堂は非常に凶であるとされる

写真 内容

1

1

-1

-1

-1

図 3　龍法の種類と評価点

　この結果を用いて以下の手順で順位の算出を行った。①

表 2 の結果を全被験者数である 93 で除して選択率を算出

する。②選択率から標準正規分布の逆関数を求め，各対象

の尺度値を算出する。求めた尺度値を直線上に表し ,配点

したものを図 4 に示す。

５　風水理論と印象評価の関係性

　風水的吉凶判断に基づく評価と印象評価実験の結果を

もとに，風水理論と印象評価の関係性について分析を行っ

た。17 集落の全データを用いて単相関分析を行った結果，

相関係数は 0.449 であった。また観光地化されていた 2 集

落を除いた 15 集落で単相関分析を行った結果，相関係数

は 0.721 となり ,高い相関が見られた。このことから，風

水的に地形が良好な集落は景観的な評価が高くなる可能

性があることが明らかとなった。また , 観光地を除いた

場合に高い相関が見られたことから , 単純に風水的に地

形が良好なだけでは景観的な評価が高くなるとは言えず ,

人の手が加えられ時代と共に成長発達が可能な風水集落         

ほど景観的評価が高くなる可能性があると考えられる。

６　総括

　本稿では第一に風水理論を用いて，地形構造的特徴から

対象集落の風水的吉凶を判断し，点数化を行った。第二に

パノラマ写真を用いた一対比較法による印象評価を行い，

集落の印象順位を決定した。第三に第一，第二の結果から

風水理論と印象の関係性について分析を行った。その結

果，高い相関が見られ，風水的に地形が良好な集落は景観

的な評価が高くなり可能性があることが明らかとなった。

また , 観光地を除いた場合に高い相関が見られたことか

ら ,単純に風水的に地形が良好なだけでは景観的な評価が

高くなるとは言えず ,人の手が加えられ時代と共に成長発

達が可能な風水集落ほど景観的評価が高くなる可能性が

あると考えられる。
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表 1　風水吉凶判断による評価点数

表 2　評価結果の単純集計

図 4　印象評価実験による集落の順位と評価点数

図 5　観光地化されていない集落（左）とされている集落（右）の例
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